
　農家の家庭で生まれ、幼いころから農作業
を手伝うことが好きだった真吾さん。小さなこ
ろに食べていた、お家で作っていた “完熟ト
マト”の味が忘れられず、県立農業大学校を
卒業後すぐに就農、トマトを栽培しています。
　現在は直販所で 「しんちゃんの完熟トマト」
と名前を付けて販売。栽培を工夫し 「もっと
甘いトマトを作りたい！ 」と笑顔を見せてくれま
した。

新居支所
管内より

日高支所
管内より

吾北支所管内より

吾川支所管内より

大好きな完熟トマトを
食べてもらいたい！
横山 真吾さん（22）

県内最高齢、聖火ランナーです！
森本 長太郎さん（78）

シャイボーイだけど素直です♪
リキ丸くん（オス・１歳）
飼い主：片岡 正樹さん

かた

　リキ丸くんは高知市の中央小動物管理セン
ターから譲り受けて、片岡家にやってきまし
た。ちょっぴりシャイボーイだけど、人懐っこく
て素直。２月に初めて見た雪には大興奮。田
んぼで遊びまわりました！  正樹さんは 「病気に
ならずに、元気に育ってほしい」と願います。
ちょっぴり太ってきたので、現在おやつ抜きの 
“ダイエット中”リキ丸でした。

　守正さんと章さんは、退職後二人で主に米
と畑ワサビを栽培。二人が栽培した酒米は第
４回高知県酒米品評会で最優秀賞を受賞し
ました。守正さんの当面の目標は狩猟銃の免
許を取ること。章さんは 「土いじりが好き」と、
家庭菜園も励みます。が、「暇があったら手
芸！ 」と笑顔。最近は “米”バックづくりにハ
マってます♪  愛犬のソフビくんと一緒にパチ
リ♡

セカンドライフは充実した日々
左から　和田 守正さん（65）
         　  　章さん  　　　　（65）
         　  　ソフビくん　 （14）

わ

よこ

あや

だ もりまさ

もりもと ちょう た ろう

やま しん ご

おか まさ き

マイ

　2020年東京五輪聖火リレーの県内ラン
ナーに選ばれた長太郎さん。５月の本番に備
えてトーチのレプリカを作って練習中です！  同
じく聖火ランナーに選ばれた歌手の三山ひろ
しさんとも一緒に練習しました。
　長太郎さんは早期退職後、ピザ屋をした
り、ギターを習ったり、自宅の窯で陶芸をした
りと、多趣味！  “超”充実のセカンドライフを
満喫中～♪

←章さんお手製の
　米バックとしんぶんバック
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営農

営農

営農

営農

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

「土佐文旦」をＰＲ
県知事に贈呈

おいしいお茶を目指して
仕上げ茶の試飲会を実施

　

仁
淀
川
流
域
茶
産
地
振
興
協
議
会

は
２
月
５
日
、
仁
淀
川
町
の
県
茶
業

試
験
場
で
仕
上
げ
茶
の
試
飲
研
究
会

を
開
き
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
仁
淀

川
流
域
の
製
品
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

消
費
拡
大
を
す
す
め
る
、
生
産
者
と

関
係
機
関
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
に
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
ら
約
40
人
が
参
加
。
協
議
会

メ
ン
バ
ー
が
持
参
し
た
仕
上
げ
茶
10

点
を
参
加
者
全
員
で
試
飲
し
評
価
し

ま
し
た
。
試
飲
後
は
参
加
者
の
評
価

で
茶
を
採
点
し
、
選
別
や
火
入
れ
方

法
な
ど
を
確
認
し
、
講
評
し
ま
し

た
。
京
都
府
の
有
名
茶
や
仁
淀
川
流

域
と
似
た
環
境
で
生
産
さ
れ
て
い

る
、
静
岡
県
の
茶
と
も
飲
み
比
べ
を

し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
藤
野
格
昭
会
長
は

「
今
年
も
暖
冬
の
影
響
で
、
収
穫
時

期
に
遅
霜
が
発
生
し
な
い
か
心
配

だ
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
試
験
場
の

澤
田
定
広
主
任
研
究
員
は
「
他
産
地

の
茶
と
比
べ
て
も
、
高
知
県
の
茶
は

遜
色
な
い
。
渋
み
と
甘
み
の
両
方
が

感
じ
ら
れ
、
世
界
一
お
い
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
色
や
形
な
ど
外
観
が

良
く
な
れ
ば
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
る

は
ず
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

土
佐
文
旦
に
関
連
す
る
生
産
者

や
関
係
機
関
で
つ
く
る
高
知
県
土
佐

文
旦
振
興
対
策
協
議
会
は
２
月
12

日
、
高
知
市
の
県
庁
を
訪
れ
浜
田
省

司
県
知
事
に
土
佐
文
旦
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

贈
っ
た
の
は
、Ｊ
Ａ
高
知
県
ブ
ラ

ン
ド
の
「
て
ん
た
ん
」
と
「
だ
る
ま

文
旦
」。
同
協
議
会
で
は
、
２
月
13

日
を
「
土
佐
文
旦
の
日
」
と
し
て
お

り
、
記
念
日
前
日
に
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

土
佐
文
旦
は
、
高
知
家
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
重
点
品
目
の
一
つ
。
浜
田

県
知
事
は
「
み
ず
み
ず
し
く
、
上
品

な
甘
さ
で
お
い
し
い
」
と
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
浜
田
知
事
は
土
佐
文
旦

の
栽
培
が
盛
ん
な
理
由
を
尋
ね
た

り
、
高
校
時
代
に
土
佐
文
旦
を
お
礼

で
送
っ
た
思
い
出
な
ど
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
ら
に
よ
る
と
、
今
作
は
暖

冬
で
色
づ
き
が
遅
く
、
収
穫
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
味
に
問
題
は
な
く
、
よ

く
熟
し
て
い
て
お
い
し
く
仕
上
が
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
同
協
議
会
の
青

木
秀
成
会
長
は
「
県
外
で
は
ま
だ
認

知
度
が
低
い
。
県
を
挙
げ
て
Ｐ
Ｒ
を

し
て
ほ
し
い
」
と
、
浜
田
知
事
に
協

力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

　

令
和
２
園
芸
年
度
高
知
県
園
芸
品

展
示
品
評
会
が
１
月
31
日
・
２
月
１

日
に
、
高
知
市
で
開
催
さ
れ
、
矢
野
憲

史
さ
ん
が
果
実
の
部
・
土
佐
文
旦
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
仁
淀
川
地
区
内
の
主
な
受

賞
者
は
次
の
通
り

高
知
県
農
業
振
興
部
長
賞
＝
き
ゅ
う

り
（
千
秀
２
号
）：
池
一
仁
（
野
菜
の

部
）/

高
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
賞
＝
土
佐
文
旦
：
池
佐
智
（
果
実

の
部
）
い
ち
ご
：
横
畠
亨
（
野
菜
の

部
）/

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
賞

＝
オ
リ
エ
ン
タ
ル
リ
リ
ー
（
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
）：
徳
廣
真
澄
（
花
き
の
部
）

　

あ
ぐ
り
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル
は
２

月
18
日
、
佐
川
町
で
第
13
期
の
卒
業

式
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代
表

し
て
西
川
育
子
さ
ん
は
「
初
め
て
参

加
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ク
ー
ル
で

い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、
自
分
探
し

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
ス
ク
ー
ル
の
校
長
を
務
め
る
大

原
光
鶴
常
務
は
「
自
ら
体
験
す
る
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
。
ラ
イ
フ

ス
ク
ー
ル
は
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
で
も
生
活

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
仁
淀
川
地
区
は
２

月
22
日
、
日
高
村
で
第
６
回
Ｊ
Ａ

カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
以
下

の
仁
淀
川
地
区
管
内
の
5
チ
ー

ム
、
52
人
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

試
合
を
行
い
、
保
護
者
ら
の
声
援

を
受
け
、
元
気
に
プ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。
優
勝
は
「
越
知
ラ
イ
ジ
ン

グ
ラ
オ
ウ
」。
参
加
し
た
全
チ
ー

ム
に
佐
川
町
産
の
イ
チ
ゴ
「
ゆ
め

の
か
」
や
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
贈

り
ま
し
た
。
優
勝
、
準
優
勝
チ
ー

ム
に
は
土
佐
文
旦
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

は
2
月
27
日
、
集
出
荷
場
の
農
業

生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
巡
回
し
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
の
担
当

者
ら
が
７
つ
の
集
出
荷
場
を
訪

問
。
作
業
機
械
、
用
具
の
管
理
な

ど
全
項
目
を
確
認
し
ま
し
た
。
巡

回
に
は
Ｊ
Ａ
高
知
地
区
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

担
当
者
も
同
行
。
相
互
に
点
検
す

る
な
ど
し
て
信
頼
度
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
上
野
駿

営
農
指
導
員
は
「
食
材
へ
の
異
物

混
入
を
防
ぎ
、
働
く
人
の
安
全
を

確
保
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大臣賞を受賞した矢野憲史さん㊥卒業おめでとうございます！

雨の中、元気いっぱいにプレーする子どもたちベルトコンベアの管理を話し合うＪＡ職員ら（高知県いの町で）

文旦をＰＲする知事（右から４人目）と協議会メンバー（高知市で）

矢野憲史さん
土佐文旦で農林水産大臣賞受賞！

　　　　　　　　集出荷場ＧＡＰ巡回
　信頼度アップにつなげる

元気いっぱいのプレーに歓声
少年サッカー大会

地域貢献

わくわくドキドキをありがとう
あぐりライフスクール卒業式

スクール

仕上げ茶を試飲する参加者ら
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

色
鮮
や
か
な
サ
ラ
ダ
を
楽
し
む

リ
ー
フ
レ
タ
ス

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

レ
タ
ス
の
仲
間
の
結
球
し
な
い
タ
イ
プ

で
、
和
名
を
チ
リ
メ
ン
チ
シ
ャ
と
い
い
、
赤

葉
品
種
は
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
名
で
も
お
な
じ

み
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
、
カ

ラ
フ
ル
な
サ
ラ
ダ
が
楽
し
め
ま
す
。

﹇
品
種
﹈
葉
が
赤
い
「
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、
と
う
立
ち
の
遅
い

「
晩
抽
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」（
タ
キ
イ
種

苗
）、
緑
の
「
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
ー
ブ
」（
タ

キ
イ
種
苗
）
な
ど
が
お
薦
め
で
す
。
焼

き
肉
を
包
ん
で
食
べ
る
「
チ
マ
サ
ン
チ
ュ

（
青
葉
種
）」（
タ
キ
イ
種
苗
）
も
家
庭

菜
園
向
き
で
す
。

﹇
栽
培
期
間
﹈
発
芽
と
成
長
の
適
温
は

15
〜
20
度
な
の
で
、
夏
と
冬
の
栽
培
は

困
難
で
す
。
ま
た
、
５
〜
６
月
の
長
日

期
（
１
日
の
う
ち
昼
の
時

間
が
長
い
季
節
）
は
花
芽

が
で
き
、
と
う
立
ち
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
種
ま
き
適
期
は

３
〜
４
月
と
９
月
で
す
。

﹇
苗
作
り
﹈
小
型
ポ
リ
ポ
ッ

ト
や
連
結
ポ
ッ
ト
に
１
カ

所
４
〜
５
粒
を
ま
き
、
そ

の
後
間
引
き
し
て
本
葉
４
〜
５
枚
の
苗

を
作
り
ま
す
。
こ
の
種
は
好
光
性
な
の

で
、
暗
黒
下
で
は
発
芽
し
に
く
い
性
質

が
あ
り
、
種
に
は
土
を
薄
く
掛
け
ま
す

（
図
１
）。
ま
い
た
ら
新
聞
紙
で
覆
い
、

そ
の
上
か
ら
灌
水
（
か
ん
す
い
）
す
る

と
、
土
の
乾
き
も
少
な
く
、
強
い
日
差

し
か
ら
も
守
ら
れ
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
幅
80
〜
90
㎝
の
栽
培
床
に
1

平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
g
を

ま
き
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

植
え
付
け
の
1
週
間
前
に
、
元
肥
と
し

て
化
成
肥
料（
N
：
P
：
K

=

10
：
10
：

10
%
）１
０
０
g
程
度
と
堆
肥
２
〜
３ 

㎏

を
施
し
ま
す（
図
２
）。
平
畝
を
作
り
、

黒
の
ポ
リ
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
（
図
３
）。

リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
葉
の
間
に
土
が
入
り
や

す
い
の
で
、
ポ
リ
マ
ル
チ
を
し
て
、
葉
が

汚
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
植
え
付
け
﹈
条
間
、
株
間
と
も
25
〜
30

㎝
を
取
れ
ば
、３
０
０
g
ほ
ど
の
大
株
に

な
り
ま
す
。
株
間
を
15
㎝
程
度
に
し
て

小
株
か
ら
収
穫
を
始
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
（
図
４
）。

﹇
管
理
﹈
生
育
期
間
が
短
い
の
で
追
肥
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が

発
生
し
ま
す
が
、
比
較
的
病
害
虫
の
少

な
い
野
菜
で
す
。

﹇
収
穫
﹈
リ
ー
フ
レ
タ
ス
は
若
取
り
が
お
い

し
い
の
で
、
利
用
に
応
じ
て
順
次
収
穫

し
ま
す
。
下
葉
を
か
き
取
り
な
が
ら
、

長
く
収
穫
を
楽
し
ん
で
も
良
い
で
し
ょ

う
（
図
５
）。

　「エーコープ　五倍酢（穀物酢）」はその名の通り、通常の酢より
五倍濃いお酢です。五倍酢の５倍の水を足して、普通のお酢として
使えます。省スペースになり便利です。
　五倍酢の濃さを利用した、減塩梅干しの作り方をご紹介！  減塩に
しても、カビがきませんよ。

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

Aコープ・直販店で取扱中！
（店舗によっては取り扱っていない場合もございます。ご了承ください）

　

農
薬
使
用
に
お
け
る
ド
リ
フ
ト
と
は
、

農
薬
散
布
時
に
強
風
に
よ
る
飛
散
等
で
散

布
対
象
の
作
物
以
外
に
、
農
薬
が
付
着
し

て
し
ま
う
現
象
を
指
し
ま
す
。
ド
リ
フ
ト

に
よ
り
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
対
策

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
ド
リ
フ
ト
に
よ
り
生
じ
る
問
題
】

①
近
隣
作
物
に
農
薬
が
ド
リ
フ
ト
し
た
場
合

・
付
着
し
た
作
物
に
農
薬
の
適
用
登
録
が
な
い

場
合
、
無
登
録
農
薬
を
散
布
し
た
作
物
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
直
前
の
作
物
に

ド
リ
フ
ト
し
た
場
合
は
残
留
農
薬
が
基
準
値

を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
無
登
録

農
薬
の
付
着
や
残
留
基
準
値
を
超
え
た
場

合
等
は
、
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
市

場
へ
の
出
荷
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

②
近
接
す
る
道
路
や
住
居
に
農
薬
が
ド
リ
フ

ト
し
た
場
合

・
近
隣
住
民
や
通
行
人
に
付
着
し
た
場
合
の

人
体
へ
の
影
響
や
、
住
宅
・
乗
用
車
・
洗

濯
物
等
に
付
着
し
た
場
合
の
汚
れ
や
臭
い

等
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

【
農
薬
散
布
時
の

　
　

  

ド
リ
フ
ト
に
対
す
る
リ
ス
ク
対
策
】

①
散
布
技
術
に
関
す
る
こ
と

・
風
向
き
に
注
意
し
て
風
の
強
い
日
に
は
散
布

し
な
い
。

・
出
来
る
だ
け
作
物
に
近
い
位
置
か
ら
圧
力

を
抑
え
、
作
物
だ
け
に
か
か
る
よ
う
に
散
布

す
る
。

②
周
辺
へ
の
配
慮
に
関
す
る
こ
と

・
近
隣
作
物
の
収
穫
直
前
や
通
学
・
通
勤
時

間
帯
は
避
け
て
散
布
す
る
。

③
農
薬
の
選
択
に
関
す
る
こ
と

・
飛
散
し
に
く
い
財
形
を
選
択
（
粉
剤
よ
り

液
剤
、
液
剤
よ
り
粒
剤
等
）
す
る
。

　

農
薬
の
ド
リ
フ
ト
に
は
人
体
へ
の
影
響
や
、

市
場
へ
の
出
荷
停
止
等
、
重
大
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介
し

た
問
題
や
対
策
は
一
部
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

農
薬
散
布
時
に
は
適
用
作
物
や
希
釈
倍
数
等

の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
リ
フ
ト
に
も
十
分
注

意
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
被
害
の
様
子
】

▽
成
幼
虫
が
地
下
部
に
寄
生
す
る
。
寄
生
さ

れ
た
株
の
葉
色
は
さ
え
ず
、
葉
が
横
に
曲

が
っ
た
り
、
黄
色
く
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た

生
育
不
良
と
な
り
、
被
害
が
著
し
い
場
合

に
は
、
株
が
枯
死
す
る
。

▽
成
虫
は
洋
ナ
シ
形
、
半
透
明
乳
白
色
、
体

長
は
0.7
㎜
内
外
。
ニ
ラ
だ
け
で
な
く
、
ネ

ギ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ニ
ン
ニ
ク

な
ど
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
野
菜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
ユ
リ
、
サ
ン
ダ
ー
ソ
ニ
ア
な
ど
に
も
寄

生
す
る
。

▽
ネ
ダ
ニ
と
同
様
の
被
害
痕
や
被
害
症
状
を

残
す
害
虫
と
し
て
は
、
タ
ネ
バ
エ
、
タ
マ
ネ

ギ
バ
エ
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
根
を
抜
い

て
被
害
部
だ
け
を
観
察
し
て
も
加
害
種
を

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寄
生
し
て

い
る
個
体
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
ネ
ダ
ニ
の
生
態
】

▽
卵
、
幼
虫
、
第
一
若
虫
、
第
三
若
虫
を
経

て
成
虫
と
な
る
。
第
一
若
虫
と
第
三
若
虫

の
間
に
出
現
す
る
第
二
若
虫
（
ヒ
ポ
プ
ス
）

は
、
高
温
、
乾
燥
な
ど
環
境
条
件
の
悪
化

で
発
生
し
、
餌
の
な
い
条
件
下
で
長
期
間

土
壌
中
で
生
存
で
き
る
。
発
生
適
温
は

20
〜
25
℃
で
あ
り
、
１
世
代
の
寿
命
は

10
〜
14
日
で
、
年
間
10
世
代
以
上
を
繰
り

返
す
。

【
発
生
し
や
す
い
条
件
】

▽
高
温
多
湿
条
件
を
好
み
、
生
育
適
温
に
近

い
初
夏
と
初
秋
に
被
害
が
多
く
発
生
す
る
。

▽
連
作
す
る
と
発
生
被
害
は
多
く
な
る
。

【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
定
植
前
に
は
、
キ
ル
パ
ー
で
の
土
壌
消
毒
や

ネ
マ
キ
ッ
ク
粒
剤
の
使
用
、
生
育
中
は
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
乳
剤
40
や
ラ
ン
ネ
ー
ト
45
Ｄ
Ｆ

（
使
用
注
意
）、
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
薬
害
注
意
）
等
を
使
用
し
て
防
除
す
る
。

営農指導員
平野　辰彦

営農指導員
籠尾　良洋

病
害
虫
対
策

【
ニ
ラ
　
ネ
ダ
ニ
】

農
薬
の

ド
リ
フ
ト
に
つ
い
て

エーコープ
「五倍酢（穀物酢）」

分
量（
例
）

梅 １kg、塩 100g、五倍酢 30 ～ 40cc、赤しそ 150 ～ 200g、赤しそ用塩 15 ～ 20g
梅に塩をまぶした後、容器に五倍酢を入れるだけ。他は普段の梅干しづくりの工程でOK
です。五倍酢の分量はお好みで多少、増減しても大丈夫です。

成幼虫：地下部に寄生し、
各種生育ステージで地中で越冬する。




